
東
日
本
大
震
災

で
、
甚
大
な
被
害

を
受
け
た
宮
城
、

岩
手
、
福
島
の
３

県
。
し
か
し
、
沿

岸
か
ら
少
し
車
を

走
ら
せ
れ
ば
、
以

前
と
ま
っ
た
く
変

わ
ら
な
い
自
然
豊

か
な
風
景
が
広
が

る
。
そ
の
一
方
で
、
沿
岸
部
は

依
然
、
復
興
に
向
け
て
ま
い
進

し
て
い
る
最
中
だ
。
家
の
基
礎

だ
け
が
広
が
る
地
域
や
、
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
が
剥
が
れ
た
道
、
港

に
残
さ
れ
た
大
型
漁
船
な
ど
、

こ
れ
か
ら
の
所
は
ま
だ
ま
だ
多

い
。
盛
夏
に
は
、
は
え
や
に
お

い
と
の
戦
い
も
あ
っ
た
。
そ
こ

に
は
、
い
ま
だ
、
人
の
目
に
は

見
え
な
い
境
界
線
が
く
っ
き
り

と
引
か
れ
て
い
る
か
の
よ
う
だ

▼
「
と
ど
ま
れ
ば
あ
た
り
に
ふ

ゆ
る
蜻ト

ン
ボ蛉
か
な（
中
村
汀
女
）」。

日
本
の
米
ど
こ
ろ
、
東
北
の
地

が
一
面
金
色
と
な
り
、
そ
の
周

り
を
赤
と
ん
ぼ
が
飛
び
交
う
季

節
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

気
が
付
け
ば
、
季
節
は
、
五
感

を
通
し
て
最
も
豊
か
な
気
持
ち

に
な
れ
る
実
り
の
秋
だ
。
し
か

し
、
米
に
つ
い
て
例
年
と
大
き

く
違
う
の
は
、
放
射
性
物
質
汚

染
が
な
い
か
、
北
海
道
を
除
く

静
岡
以
北
の
米
が
検
査
承
認
さ

れ
な
け
れ
ば
出
荷
で
き
な
い
こ

と
▼
大
地
震
に
よ
る
大
津
波
と

原
発
事
故
は
、
東
北
を
中
心
に

日
本
全
体
へ
、
こ
の
先
数
十
年

と
い
う
長
き
に
わ
た
り
、
復
興

を
目
指
し
て
生
き
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
状
況
を
も
た
ら

し
た
。
短
期
的
に
実
現
で
き
る

復
興
も
あ
れ
ば
数
十
年
、
い
や

も
っ
と
長
い
歳
月
を
要
す
る

復
興
も
あ
る
。
そ
ん
な
日
本
の

マ
ー
ケ
ッ
ト
を
、
海
外
の
人
々

は
ど
う
見
て
い
る
の
だ
ろ
う
か

▼
「
震
災
か
ら
は
、
驚
異
的
な

ス
ピ
ー
ド
で
復
興
し
て
い
る
の

で
、
そ
の
不
安
感
は
あ
ま
り
な

い
が
、
そ
れ
よ
り
も
市
場
の
縮

小
が
気
に
な
る
」
と
は
、
勢
い

著
し
い
ア
ジ
ア
マ
ー
ケ
ッ
ト
で

活
躍
す
る
ラ
ベ
ル
業
界
人
。
日

本
だ
け
で
な
く
、
先
進
国
の
市

場
全
体
が
行
き
詰
ま
り
、
注
目

は
ど
う
し
て
も
東
南
ア
ジ
ア
や

南
米
、
中
東
に
な
る
。
そ
の
た

め
、
先
進
国
の
ラ
ベ
ル
印
刷
会

社
で
は
、
生
き
残
り
を
か
け
た

同
盟
作
り
の
た
め
、
Ｍ
＆
Ａ
が

進
む
。「
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
」

か
ら
得
ら
れ
る
も
の
は
少
な
く

な
い
。
個
々
の
取
り
組
み
に
加

え
、
今
後
は
さ
ら
に
“
横
の
連

携
”
が
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
る
。

「
刺
し
ゅ
う
っ
て
本
当
に
美

し
い
で
し
ょ
」。
そ
う
語
る
の

は
、
㈱
ミ
ノ
ダ
（
東
京
都
千
代

田
区
岩
本
町
）
の
箕
田
順
一
社

長
だ
。
同
社
は
、
刺
し
ゅ
う
や

ワ
ッ
ペ
ン
な
ど
を
製
造
、加
工
、

販
売
す
る
老
舗
メ
ー
カ
ー
。
こ

の
１
年
間
で
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

系
刺
し
ゅ
う
シ
ー
ル
の
ア
イ
テ

ム
を
大
幅
に
増
や
し
、
売
り
上

げ
の
柱
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
箕

田
社
長
の
挑
戦
に
よ
り
、
生
ま

れ
変
わ
り
つ
つ

あ
る
同
社
の
戦

略
を
探
っ
た
。

　
　

◇

同
社
は
１
９

６
４
年
の
創
業

以
来
、
企
業
の

制
服
や
ス
ポ
ー

ツ
チ
ー
ム
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
向
け

に
ロ
ゴ
、
社
名
、
氏
名
な
ど
を

刺
し
ゅ
う
に
し
て
提
供
。
取
引

先
は
大
手
企
業
や
官
公
庁
な
ど

が
多
く
、
そ
の
技
術
力
に
は
定

評
が
あ
る
。

フ
ァ
ン
シ
ー
系
シ
ー
ル
は
、

刺
し
ゅ
う
デ
コ
シ
ー
ル
「
Ｔ
ｏ

ｕ
ｃ
ｈ
　
ｏ
ｆ
　
Ｓ
ｔ
ｙ
ｌ

ｅ
」
の
名
称
で
販
売
し
て
お

り
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
主
に
若
い

女
性
。
用
途
は
携
帯
電
話
や
手

帳
な
ど
の
装
飾
と
し
て
だ
。

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
系
刺
し
ゅ
う

シ
ー
ル
開
発
の
き
っ
か
け
は
、

箕
田
社
長
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
発
見
し
た
ア
マ
チ
ュ
ア
の
商

品
。「
う
ち
が
作
れ
ば
も
っ
と

い
い
も
の
が
で
き
る
」
と
の
思

い
か
ら
着
手
し
た
。

２
番
目
の
き
っ
か
け
は
、
大

手
雑
貨
店
か
ら
の
発
注
だ
っ

た
。
始
め
た
ば
か
り
の
シ
ー

ル
の
ネ
ッ
ト
販
売
で
、
１０
万
枚

の
特
注
が
あ
っ
た
。
単
価
は
安

か
っ
た
が
、
あ
え
て
仕
事
を
引

き
受
け
た
。
そ
の
理
由
は
「
雑

貨
業
界
と
い
う
新
し
い
分
野
を

体
験
で
き
る
こ
と
」（
箕
田
社

長
）。
実
際
に
そ
こ
で
得
た
経

験
が
次
の
飛
躍
に
つ
な
が
る
。

こ
れ
ら
の

知
見
を
踏
ま

え
て
挑
ん
だ

の
が
、
有
名

キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
を
使
っ

た
シ
ー
ル
の

商
品
化
。
当

然
、
版
権
が

絡
む
た
め
ラ

イ
セ
ン
ス
所

有
者
か
ら
の

許
可
が
必
要

だ
。
同
社
の
一
つ
目
の
目
標
は

デ
ィ
ズ
ニ
ー
だ
っ
た
。

デ
ィ
ズ
ニ
ー
関
連
の
商
品
は

品
質
が
厳
し
い
こ
と
で
知
ら
れ

て
お
り
、
ほ
か
に
実
績
が
少
な

い
商
品
で
挑
む
の
は
か
な
り

ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。
し
か
し
、

箕
田
社
長
は
「
意
識
的
に
自
分

の
設
定
し
た
本
丸
か
ら
攻
め
て

み
た
。
品
質
に
は
自
信
が
あ
っ

た
の
で
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
で
企
画

が
通
れ
ば
、
ほ
か
の
ラ
イ
セ
ン

ス
獲
得
が
楽
に
な
る
と
考
え

た
」と
振
り
返
る
。
実
際
、デ
ィ

ズ
ニ
ー
関
連
の
商
品
を
作
る
だ

け
で
、
ラ
イ
セ
ン
サ
ー
の
印
象

は
大
き
く
変
わ
る
。

目
論
見
ど
お
り
、
そ
の
後
約

１
年
間
で
ポ
ケ
ッ
ト
モ
ン
ス

タ
ー
や
ワ
ン
ピ
ー
ス
な
ど
人
気

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
持
つ
１４
社
と

契
約
を
交
わ
し
た
。

グ
ッ
ズ
な
ど
の
制
作
で
は
、

ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
は
１
分
野
に

１
社
と
い
う
の
が
一
般
的
。
単

純
に
シ
ー
ル
や
ワ
ッ
ペ
ン
で
は

先
行
企
業
が
あ
る
。
同
社
の
場

合
、
刺
し
ゅ
う
の
裏
面
に
粘
着

塗
工
さ
れ
た
製
品
が
独
自
商
品

で
あ
る
こ
と
も
多
く
の
契
約
獲

得
に
つ
な
が
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
、
そ
の
根
底
に
は

長
年
培
っ
た
技
術
力
が
あ
る
。

「
刺
し
ゅ
う
っ
て
本
当
に
美
し

い
で
し
ょ
」
と
い
う
冒
頭
の
言

葉
は
、
そ
の
技
術
力
の
裏
付
け

に
よ
る
も
の
だ
。
さ
ら
に
そ
れ

を
生
か
す
た
め
、
社
内
に
デ
ザ

イ
ン
チ
ー
ム
も
置
い
た
。

こ
の
ほ
か
、
同
社
が
新
事
業

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
の

は
、
ネ
ッ
ト
で
受
注
す
る
個
人

向
け
の
名
入
れ
や
、
Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｄ

付
き
の
刺
し
ゅ
う
ワ
ッ
ペ
ン
な

ど
。
こ
ち
ら
も
将
来
は
事
業
の

柱
に
す
る
つ
も
り
だ
。

箕
田
社
長
は
「
刺
し
ゅ
う
業

界
は
優
秀
な
加
工
技
術
を
持
つ

会
社
が
多
い
が
、
受
注
産
業
で

積
極
的
な
営
業
を
得
意
と
す
る

会
社
は
少
な
い
」
と
業
界
の

現
状
を
分
析
。
自
社
に
つ
い
て

は
「
新
た
な
分
野
に
挑
戦
す
る

こ
と
で
、
受
注
産
業
か
ら
脱
皮

し
、
会
社
を
生
ま
れ
変
わ
ら
せ

た
い
」
と
展
望
を
語
る
。

�

（
中
村
）

印
刷
用
粘
着
紙
メ
ー
カ
ー
会
（
大
内

昭
彦
会
長
）
は
こ
の
ほ
ど
、
会
員
企
業

８
社
に
よ
る
２
０
１
１
年
上
期
（
１
～

６
月
）印
刷
用
粘
着
紙
の
出
荷
統
計（
国

内
）
を
発
表
。
紙
系
な
ら
び
に
フ
ィ
ル

ム
系
粘
着
紙
の
合
計
は
、
前
年
比
１
％

増
の
４
億
１
５
１
１
万
平
方
㍍
と
な
っ

た
。発

表
に
よ
る
と
、
紙
系
粘
着
紙
は

３
億
２
８
４
２
万
平
方
㍍
（
前
年
比

１
０
１
％
）、
フ
ィ
ル
ム
系
粘
着
紙
は

８
６
６
９
万
平
方
㍍
（
同
１
０
０
％
）。

前
年
下
期
か
ら
の
景
気
回
復
傾
向
が

継
続
し
、
１
～
３
月
は
堅
調
に
推
移
。

特
に
紙
系
は
１
月
が
、
フ
ィ
ル
ム
系
は

２
月
が
そ
れ
ぞ
れ
前
年
を
５
％
上
回
る

な
ど
明
る
い
兆
し
を
見
せ
た
。
し
か
し
、

３
月
１１
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災

が
４
～
６
月
に
大
き
く
影
響
し
、
紙
系

は
６
月
が
同
４
％
減
、
フ
ィ
ル
ム
系
は

４
月
と
６
月
が
そ
れ
ぞ
れ
同
３
％
減
と

な
る
な
ど
、
厳
し
い
状
況
へ
と
移
行
し

た
。
メ
ー
カ
ー
会
関
係
者
は
「
震
災
に

よ
っ
て
物
流
・
流
通
が
ダ
メ
ー
ジ
を
受

け
、紙
系
が
停
滞
。
フ
ィ
ル
ム
系
に
至
っ

て
は
、
東
日
本
地
域
の
自
動
車
や
精
密

機
器
な
ど
、
工
業
分
野
が
生
産
ラ
イ
ン

を
停
止
さ
せ
る
な
ど
の
影
響
を
ダ
イ
レ

ク
ト
に
受
け
る
結
果
と
な
っ
た
」
と
話

す
。な

お
下
期
の
予
測
と
し
て
は
、
上
期

に
引
き
続
き
、
紙
系
、
フ
ィ
ル
ム
系
の

双
方
に
お
い
て
震
災
の
影
響
を
引
き
ず

る
と
見
ら
れ
て
お
り
、
震
災
か
ら
の
復

興
に
よ
る
需
要
は
、
来
年
以
降
と
の
見

方
が
強
ま
っ
て
い
る
。

製
品
化
さ
れ
た
の
は
「
Ｂ
Ａ

Ｂ
Ｙ
︱
２
０
０
」
用
の
イ
ン
ラ

イ
ン
の
り
面
・
裏
面
印
刷
兼
用

ユ
ニ
ッ
ト
。
間
欠
送
り
の
動
き

に
完
全
に
対
応
し
、
印
刷
速
度

を
落
と
す
こ
と
な
く
、
イ
ン
ラ

イ
ン
で
の
り
面
、
裏
面
（
剥
離

紙
）
へ
の
印
刷
を
実
現
し
た
。

ラ
ベ
ル
業
界
で
は
近
年
、
Ｐ

Ｏ
Ｐ
ラ
ベ
ル
な
ど
、
部
分
粘
着

製
品
の
受
注
が
多
く
、
加
工
に

必
要
な
大
型
の
輪
転
機
を
持
た

な
い
中
小
の
ラ
ベ
ル
印
刷
会
社

か
ら
も
「
の
り
面
印
刷
を
内
製

化
し
た
い
」
と
い
う
要
求
が

あ
っ
た
。
新
製
品
は
こ
れ
に
応

え
た
も
の
で
、
比
較
的
安
価
な

小
型
の
凸
版
間
欠
機
で
、
付
加

価
値
の
高
い
加
工
を
可
能
に
す

る
こ
と
が
最
大
の
魅
力
と
な
っ

て
い
る
。

の
り
面
印
刷
は
一
般
的
に
、

剥
離
紙
と
粘
着
紙
を
分
離
さ
せ

て
か
ら
加
工
し
、
再
び
貼
り
合

わ
せ
る
と
い
う
工
程
を
経
る
。

こ
の
た
め
、
紙
を
往
復
さ
せ
る

間
欠
送
り
の
動
き
に
ユ
ニ
ッ
ト

を
連
動
さ
せ
た
場
合
、
再
び
貼

り
合
わ
せ
た
剥
離
紙
と
の
ズ
レ

や
シ
ワ
な
ど
の
問
題
が
発
生
す

る
こ
と
か
ら
、
実
現
は
困
難
と

さ
れ
て
き
た
。

ま
た
、
の
り
ご
ろ
し
は
フ
ィ

ル
ム
へ
加
工
す
る
場
合
が
多
い

が
、
間
欠
送
り
で
は
テ
ン
シ
ョ

ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
難
し
く
、

再
度
貼
り
合
わ
せ
た
際
、
不
具

合
が
出
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ

の
問
題
も
同
社
独
自
の
テ
ン

シ
ョ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
解
決

し
、
０９
年
に
は
技
術
を
完
成
。

同
年
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
機
で
あ

る
「
Ｓ
Ｍ
Ｐ
︱
３
０
０
」
に
搭

載
し
発
売
し
た
。
ユ
ニ
ッ
ト
を

搭
載
し
た
仕
様
は
非
常
に
好
評

で
、
開
発
後
の
販
売
品
は
、
ほ

と
ん
ど
が
搭
載
タ
イ
プ
と
い

う
。

一
方
、
同
社
で
は
０９
年
４
月

に
小
型
の
凸
版
間
欠
機
「
Ｂ

Ａ
Ｂ
Ｙ
︱
１
７
０
」
を
開
発
。

ユ
ー
ザ
ー
の
要
望
で
昨
年
３
月

に
は
紙
幅
を
２
０
０
㍉
に
広
げ

た
「
同
２
０
０
」
を
発
売
し

た
。
同
機
が
発
売
さ
れ
た
こ
と

で
、
小
型
間
欠
機
用
の
、
の
り

面
・
裏
面
印
刷
兼
用
ユ
ニ
ッ
ト

の
発
売
を
望
む
声
が
高
ま
り
、

同
社
で
は
昨
年
か
ら
小
型
化
に

着
手
。
こ
の
ほ
ど
完
成
し
た
。

性
能
面
で
は
、
Ｓ
Ｍ
Ｐ
︱

３
０
０
用
の
毎
分
最
大
２
０
０

シ
ョ
ッ
ト
の
性
能
は
そ
の
ま
ま

に
機
体
を
小
型
化
。
の
り
ご
ろ

し
で
は
、
Ｕ
Ｖ
ニ
ス
を
印
刷
し

乾
燥
す
る
方
式
を
採
用
し
た
。

同
社
の
担
当
者
は
「
の
り
面

印
刷
ユ
ニ
ッ
ト
は
従
来
、
輪
転

機
用
の
高
価
な
装
置
の
イ
メ
ー

ジ
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
近
年

は
小
ロ
ッ
ト
化
が
進
み
。
輪
転

機
を
使
用
し
て
は
、
コ
ス
ト
が

合
わ
な
い
と
い
う
声
が
多
か
っ

た
」と
開
発
の
理
由
を
述
べ
る
。

同
社
に
は
、
す
で
に
こ
れ
ら

の
企
業
か
ら
導
入
の
希
望
が
あ

り
、
数
台
を
受
注
。
こ
の
動
向

を
踏
ま
え
、
ラ
ベ
ル
業
界
に
向

け
、積
極
的
な
販
売
を
進
め
る
。

な
お
、
同
製
品
は
９
月
１６
日

㈮
か
ら
江
東
区
有
明
の
東
京

ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
催
さ
れ
る

「
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｓ
２
０
１
１
」
で
展

示
さ
れ
る
。

㈱
志
機
（
大
阪
市
中
央
区
玉

造
、
山
崎
真
一
社
長
）
は
、
昨

年
か
ら
開
発
中
で
あ
っ
た
イ
ン

ク
ジ
ェ
ッ
ト
（
Ｉ
Ｊ
）
デ
ジ
タ

ル
印
刷
機
「
ピ
コ
ジ
ェ
ッ
ト
」

を
こ
の
ほ
ど
完
成
さ
せ
、
９
月

か
ら
販
売
を
開
始
す
る
。
同
社

は
昨
年
、
ピ
コ
ジ
ェ
ッ
ト
の
プ

ロ
ト
タ
イ
プ
機
を
発
表
。
乾
燥

シ
ス
テ
ム
や
制
御
ソ
フ
ト
、
搬

送
部
分
な
ど
を
強
化
し
た
ほ

か
、
新
た
な
機
能
も
盛
り
込
み

今
回
の
発
売
へ
と
至
っ
た
。

印
刷
速
度
は
、
毎
分
５
㍍
か

ら
任
意
の
速
度
に
調
整
で
き
、

最
大
５０
㍍
ま
で
の
高
速
印
刷
に

対
応
。
通
紙
幅
は
、
プ
ロ
ト
タ

イ
プ
の
２
倍
以
上
の
２
４
０
㍉

幅
と
な
り
、
Ｉ
Ｊ
ヘ
ッ
ド
を
２

列
に
並
べ
最
大
２
２
０
㍉
幅

で
４
色
印
刷
を
行
う
。
最
大

６
０
０
×
６
０
０
ｄ
ｐ
ｉ
の
印

刷
解
像
度
を
実
現
し
、
専
用
イ

ン
ク
の
性
能
も
向
上
さ
せ
た
。

乾
燥
シ
ス
テ
ム
に
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ

︱
Ｕ
Ｖ
を
使
っ
た
「
ピ
ン
キ
ュ

ア
」
を
採
用
。
Ｉ
Ｊ
ヘ
ッ
ド
に

１
基
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
シ
ス
テ
ム
を
配

置
し
て
、
１
色
ご
と
に
完
全
乾

燥
さ
せ
る
た
め
、
イ
ン
ク
の
混

じ
り
も
な
く
高
品
質
印
刷
を
実

現
。
ま
た
、
従
来
の
Ｕ
Ｖ
乾
燥

と
比
較
し
て
、
基
材
へ
の
熱
の

影
響
が
少
な
い
こ

と
か
ら
、
シ
ュ
リ

ン
ク
ラ
ベ
ル
な
ど

の
テ
ス
ト
で
も
、

良
い
結
果
を
出
し

て
い
る
と
い
う
。

独
自
開
発
の
制

御
ソ
フ
ト
に
は
、

印
刷
機
メ
ー
カ
ー

で
あ
る
同
社
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
取
り
入

れ
た
。
機
体
上
の

ボ
タ
ン
を
極
力
減

ら
し
、
操
作
は
パ
ソ
コ
ン
に
集

約
。
ソ
フ
ト
の
主
な
機
能
で

は
、
抜
き
、
カ
ス
上
げ
後
の
ラ

ベ
ル
に
対
応
す
る
「
追
い
刷
り

機
能
」、２
次
元
コ
ー
ド
や
バ
ー

コ
ー
ド
印
字
、
ナ
ン
バ
リ
ン
グ

な
ど
が
可
能
な
「
可
変
情
報
印

字
」
の
ほ
か
、
コ
ス
ト
管
理
に

役
立
つ
「
イ
ン
ク
消
費
量
表
示

機
能
」
な
ど
が
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、
コ
ロ
ナ
処
理
機

能
な
ど
を
オ
プ
シ
ョ
ン
で
用

意
。
同
社
の
検
品
機
や
ス
リ
ッ

タ
ー
な
ど
を
イ
ン
ラ
イ
ン
化
す

る
こ
と
も
可
能
で
、
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
。

本
体
サ
イ
ズ
は
１
７
０
０
(H)

×
１
２
５
０
(W)
×
１
０
０
０
(D)

㍉
、
重
量
は
６
８
０
㌔
㌘
。

同
社
の
担
当
者
は
「
ラ
ベ
ル

印
刷
機
メ
ー
カ
ー
で
は
初
の
デ

ジ
タ
ル
印
刷
機
だ
が
、
当
社
従

来
機
と
の
互
換
性
も
あ
り
、
ラ

ベ
ル
印
刷
に
貢
献
で
き
る
」
と

新
製
品
へ
の
期
待
を
語
っ
た
。

問
い
合
せ
は
同
社
営
業
部

（
☎
０
６
・
６
７
６
７
・
１
１
３

３
）
ま
で
。

紙面から【IGAS 特集】

凸版輪転機を新開発
「岩崎鉄工」―――――――― 2

新技術ウォッチング
「クラボウ」「T&K TOKA」――― 2

上司の気概
「連載寄稿④・渡邉祐子氏」―――― 3

インタビュー
「高桑美術印刷」― ――――― 5

IGAS出展ハイライト―― 6 〜15

ブランドオーナー探訪⑩
 「プリマハム」― ―――――― 16

ハイ・アングルハイ・アングル

刺
し
ゅ
う
の
美
し
さ
シ
ー
ル
に

㈱ミノダ 箕田 順一社長

2011 年上期（1〜 6月）印刷用粘着紙出荷統計
紙製品 フィルム製品 合計

数量 前年比（％） 数量 前年比（％） 数量 前年比（％）

1 月 4,966 105 1,317 　100 6,283 104

2 月 5,050 99 1,417 105 6,467 101

3 月 6,018 104 1,577 100 7,595 103

4 月 6,108 101 1,492 97 7,600 100

5 月 5,232 101 1,376 101 6,608 101

6 月 5,468 96 1,490 97 6,958 96

合計 32,842 101 8,669 100 41,511 101
単位：万㎡

微増の4.1億㎡
震災の影響で後半は減少

粘着紙メーカー会 2011 年上期出荷統計

「
の
り
面
印
刷
ユ
ニ
ッ
ト
」を
小
型
化

三起機械

「
Ｂ
Ａ
Ｂ
Ｙ
」に
イ
ン
ラ
イ
ン
接
続

三
起
機
械
㈱（
東
大
阪
市
高
井
田
中
、三
木
宏
昭
社
長
、☎
０
６
・
６
７
８
７
・
０
１
６
１
）は
こ
の
ほ
ど
、小
型
凸
版
間
欠
機
用「
イ

ン
ラ
イ
ン
の
り
面
・
裏
面
印
刷
兼
用
ユ
ニ
ッ
ト
」を
開
発
。「
Ｂ
Ａ
Ｂ
Ｙ
︱
２
０
０
」に
搭
載
し
て
販
売
す
る
。
同
社
で
は
０８
年
か
ら
、

凸
版
間
欠
機
に
よ
る
の
り
面
印
刷
の
技
術
開
発
に
取
り
組
み
、
０９
年
に
は
「
Ｓ
Ｍ
Ｐ
︱
３
０
０
」
に
搭
載
し
て
高
評
価
を
得
て
い

た
。
今
回
、ユ
ニ
ッ
ト
搭
載
が
可
能
に
な
っ
た
「
Ｂ
Ａ
Ｂ
Ｙ
︱
２
０
０
」
は
昨
年
発
売
さ
れ
た
も
の
で
、精
度
の
高
い
印
刷
が
特
徴
。

同
機
で
「
の
り
面
印
刷
を
し
た
い
」
と
い
う
ラ
ベ
ル
印
刷
会
社
か
ら
の
要
望
が
強
く
、小
型
ユ
ニ
ッ
ト
の
発
売
が
期
待
さ
れ
て
い
た
。

デ
ジ
タ
ル
印
刷
機
を
発
売

汎
用
性
高
く
活
用
に
期
待

志　機

Ｉ
Ｊ
デ
ジ
タ
ル
印
刷
機
「
ピ
コ
ジ
ェ
ッ
ト
」

小型間欠機でのり面印刷を可能にした「BABY-200」

同
社
が
手
が
け
る
「
刺
し
ゅ
う
シ
ー
ル
」

ラ
ベ
ル
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